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わが国ではメンタルヘルス問題の解決が社会的課題となっており、心理援助職へのニーズ
が高まっている。しかし、教育訓練システムの未整備のため初学者の学習内容は一定ではな
い。そこで、本論文では、初学者の学習状況の実態を把握した上で個々の状況に則した教育
訓練のあり方を提案することを目的とした。論文は、研究レビューによって問題意識を整理
する第Ⅰ部、学習プロセスの実態を多角的に検討する第Ⅱ部、他職種との協働のための学習
課題を検討する第Ⅲ部、結果を総合的に考察する第Ⅳ部から構成される。 
 第Ⅰ部 1 章で学習経験に個人差があることを指摘し、提供される教育訓練と学習状況にズ
レがあるとの問題提起をし、2 章で学習経験をボトムアップ的に捉える本研究のスタンスを
提示した上で、3 章でそのための方法として質的研究を採用することを述べた。 
 第Ⅱ部 4 章では著者自らの学習プロセスの事例研究を通して分析者の思考の可視化・外在
化を行い、分析の透明性と信頼性の確保を試みた。5 章では、援助活動のベースラインとし
て大学生のボランティア体験における学習過程を分析し、４段階を経て援助の視点の多様化
が進むとともにそこに個人差が生じることを確認した。次に 6 章で臨床心理士指定大学院修
了後 3 ヶ月以内の 19 名の面接データを質的に分析し、大学院の教育訓練課程では「知識や助
言に依拠する学び」と「自身の感覚や判断に依拠する学び」を両輪として学習プロセスが進
み、問題探究的省察能力に加えて適応的熟達化能力を得ることで専門性の基本となる創造的
思考過程が獲得されることを明らかにした。また、学習プロセスの個人差が生じる 5 つの分
岐点を明らかにした上で教育訓練のポイントとして①自身で感じ考えることのサポート、②
揺れ戻しの経路の多様性に応じた指導、③主体的試行錯誤のサポート、④学習の選択と限定
化への留意、⑤多様な知識や助言を獲得できる環境の提供、⑥自身の癖や短所の自覚と修正
の促進、⑦時間的・気持ち的なゆとりの保障があることを示した。7 章では臨床心理士とし
ての実務経験における学びの意味を検討するために臨床心理士取得5年未満の初学者16名の
面接データを質的に分析したところ、前章で得られた知見が適用可能であることに加えて、
大学院での学習が通用しないテーマとして他職種との協働の課題があることを明らかにした。 
 第Ⅲ部 8 章では、研究レビューを行い、他職種との協働のために必要な要素として①信頼
関係の構築、②情報共有、③各々の専門性を活かしたサポート体制作り、④求められる力量
や役割の認識があることを示した。9 章では協働の実際として若手スクールカウンセラ （ー以
下 SC）と教師の協働関係構築のあり方を検討するために経験年数５年未満の小学校 SC9 名
の面接データを質的に分析した。そして SC は、担任教師では相手のニーズに対応する関係、
養護教諭と管理職では SC 自身のニーズに対応してもらう関係を重視することを特徴として
示し、それらの関係構築の教育訓練のポイントは 6 章で示した内容と重なることを示した。 
 本論文は、これまで研究の対象となることがなかったわが国の心理援助職初学者の学習プ
ロセスの実態を質的方法で明らかにし、その結果に基づいて初学者の個人差に留意して主体
的な学習を柔軟にサポートする教育訓練のポイントを具体的に示した点で特に意義が認めら
れる。よって本論文は、博士（教育学）の学位を授与するに相応しいものと判断された。 
